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１．計画の前提 

（１）背景と目的 

広小路界隈は飯山城址の南側に位置し、古くから広小路と言われる地区にあたります。 
この地区は JR飯山駅からつながる上町、本町、肴町、福寿町そして仲町と続く飯山市の中
心商店街に一部が含まれていることから、地区内には老舗の酒造会社や洋菓子店といった「食」
を楽しめるお店をはじめ、様々な業種の店舗が営業しています。 
また地区内には土蔵や教会など趣のある建物があることから、飯山まちづくりデザイン計
画では、これらを活用しながら、愛宕寺町や人形館界隈と商店街をつなぐ「食とくつろぎの
エリア」としてのまちづくりを推進していく方針となっています。 
そこで、商業・事業の活性化はもとより、ここに住む人や訪れる人にとって心地良いまち
にするため、地区の商店主や住民、商工会議所そして市役所などが一緒になってワークグル
ープである「広小路会議」を立ち上げ、地区の将来について話し合いを重ねてきました。 
広小路基本計画は、これまでの広小路会議で積み重ねてきた取り組みの方針を基に、基本
的な計画を策定して今後の実施につなげていくことを目的としています。 

（２）広小路会議の取り組み 

［広小路会議］ 
� 広小路会議は平成 25年 10月 9日設立し、これまでに 29回開催して本計画を策定して
きました。 

� 「芸術性あふれる街へ」を目指して、デザインアドバイザーとして田窪恭治氏（風景美
術家）に参加していただきました。 

［実現したこと］ 
� 教会エントランスに CORQを敷設し、過去と現在をつなぐ本物風景づくりがスタートし
ました。 

� 仲町の街並み景観を向上させるため、街路灯塗り替えを行いました。 
� 教会でのイベントを実施しました。 
 

（３）コンセプトと目的 

コンセプト：「歴史とロマンを感じ芸術性あふれる街へ」 

目 的：３つの活性化 
① 商業・事業の活性化 ② 住民参加と楽しみ ③ 来街者・移住・創業 
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［計画のポイント］ 
� 復活教会など地域資源の活用 
� 個々に光る商店の活躍 
� 飯山城・人形館・寺町を結ぶ回遊性 

（４）取り組みの引出し 

本年度当初の会議では、ワークショップ形式でみんなの意見や思いを出し合い、整理して
取り組みの引出し及び課題図をつくりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□コンセプト 
歴史とロマンを感じ 
芸術性あふれる街へ 

※コンセプトの共有 

□目的 ３つ活性化 
①商業・事業 
②住民参加と楽しみ 
③来街者・移住・創業 

□教会 
異空間・歴史・花壇 
※整備・連携・活用方法 

□広場３ 
土蔵活用・整備 
※活用内容と整備方法（主
体・運営等） 

□周辺資源１ 
高橋まゆみ人形館 
※連携方法等 

□周辺資源２ 
飯山城址公園 
※連携方法等 

□周辺資源３ 
本町商店街、愛宕町 
※連携方法等 

□回遊路地 
人形館 ⇆ 広小路 
城址公園 ⇆ 広小路 
仲町通り ※ルート設定等  

□広場１ 
駐車場活用・整備 
※活用内容と課題、整備方法
（主体・運営等） 

□周辺施設 
旧官舎 
※活用内容と整備方法（主
体・運営等） 

□広場２ 
小路整備（チャペルロード） 
※整備課題 

□情報発信 
パンフレット 
情報発信方法 
※基本的な観光案内 

□既存店鋪 
広場との連携 
※ルート設定と連携 

□名前（ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化） 
広小路プロジェクト 
教会愛称 
回遊路地 

□路地沿道 
空き店舗活用 
 
 
 

□広場４ 
導入路整備 
※整備内容と課題 
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課題図 
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周辺写真 
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２．広小路界隈の将来構想 

（１）広小路界隈の将来構想図 
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（２）広小路界隈の小路や資源の名称（愛称） 

広小路会議では、広小路界隈の小路や資源に名前を付けて、来街者にまちを回遊して楽しん
でもらうなど、今後の様々な取り組みに活用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

平成29年7月26日の「いいやま広小路会議」にて以下2点が変更
①「天使の小路」→「天使の小径」
②「扇坂」から「市みち通り」の右端までを結ぶ通りを「大手道（おおてみち）」とする赤実線で示した通りを「大手道（おおてみち）」とする
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３．広小路基本計画 

（１）計画の体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来イメージ（あらすじ） 

広小路広場と子ども館で 
未来の子供と地域が輝く 

○対象：小学校・子ども館に通う地域の子供、子育て世代の母
親・家族 
・新しい子ども館は広小路広場と一体に子どもの交流拠点に
なっている。 
・ここでは親と地域が一体となり様々な交流が生まれている。 

新しいスタイルの教会と 
広場で地域が賑わう 

飯山城址・人形館、そして広小路広場
が結ばれて回遊を楽しむ 

○対象：広小路周辺の住民・商業者、飯山市民、教会関係者 
・飯山復活教会は花々に彩られ、様々な交流の場として使わる
ようになり、みんなから親しまれている。 
・隣の駐車場も広場として活用され、オープンカフェや様々な
イベントが行われている。 
・教会通りはきれいになり、天使の小路を通り市みちのお店に
も行くことができる。 
・街並みは、酒蔵と洋菓子店、土蔵と教会など和と洋が入り混
じり広小路の歴史やロマンを感じる。 

○対象：人形館や飯山城址に訪れる観光客、インバウンド、ま
ち歩きを楽しむ来街者 
・広小路の取り組みをきっかけに小路の名前が付けられ回遊
を楽しむ来街者が増えている。 
・飯山復活教会は第２の結婚式が有名になり、インバウンドの
たまり場にもなっている。 

歴
史
と
ロ
マ
ン
を
感
じ 

芸
術
性
あ
ふ
れ
る
街
へ 

広小路 

飯山復活教会 

飯山城址 

高橋まゆみ人形館 

小路 

芸術・りんご 

子供館 

個性的なお店 
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基本方針（役割と方向性） 

広小路のアクセス道路の整備 

駐車場の広場的活用・土蔵の活用 

プロジェクト（取り組み） 

Hard-1  

Soft-1 広小路パーキング広場化プロジェクト 

Hard-2 移築再生土蔵の活用プロジェクト 
Hard-4 広小路の街並み誘導プロジェクト 

通りの沿道と広場周りの 
街並みづくり 

Soft-3 商店街空き店舗活用プロジェクト 

広小路界隈のお店と広小路の 
連携による賑わいづくり 

Soft-2 広小路イベントの企画実施プロジェクト 
－広小路会議の自主イベント 
－教会を主体としたイベント（結婚式、記念撮影等） 
－子ども館と連携したイベント（ハロウィン等） 

周辺資源を結ぶ小路の 
回遊路としての整備 

子ども館と広小路の一体的整備と 
連携活用 

広場・教会・小路・その他資源の 
名前付けと活用 

周辺資源の磨き上げと活用 

さまざまな世代に対応した 
情報発信 

広小路を支える体制づくり 

Hard-3 広小路と一体的活用を考えた 
子ども館の建設プロジェクト  

Soft-4 子ども館と広小路の連携プロジェクト 

Soft-5  
－広場・教会・小路・その他資源の名前付、パンフレット等掲載 

－周辺資源と広小路を巡るツアーイベントの企画 

－小路や資源を案内する表示板・デザインポイント整備 

Soft-7 広小路会議の体制づくりプロジェクト 

Soft-6 広小路情報発信プロジェクト 
－ホームページの作成・SNSなどを活用した情報発信 
－広小路のロゴ・シンボルマークの制作、パンフレットの制作 
－地域の歴史や伝統を伝えるビデオ制作、冊子トづくり 

計画のポイント  
○飯山復活教会の新たな活用、周辺資源の活用 
○個々に光る商店の活躍や情報の共有 
○高橋まゆみ人形館・飯山城址・寺町などとの回遊 

計画の体系は、広小路を一つの舞台にたとえ、そこで演じ
られる物語の台本のようなものです。物語のテーマがあり、
あらすじがあり、演じるキャストの役割と内容が示されて
います。プロジェクトリストは、各スタッフとキャストの台
本（企画）です。 
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（２）プロジェクトリスト 

事業名 Soft-1 広小路パーキング広場化プロジェクト 

実施主体 広小路会議   種 別 ハード・ソフト 

目 的 

地権者の協力のもと、広小路パーキングを一時的に広場として借用するためのルー

ルを定め、教会・子ども館・商店街などが一体となった様々なイベントに活用できる

ようにする。 

主対象 
・広小路パーキング地権者 

 実施場所 
広小路パーキング 

 

事業内容 

○広小路パーキングの広場活用のルールづくり 

・範囲、時間、料金、基本事項等 

○広小路広場を活用したい団体・個人向けの案内作成 

 

 

 

課 題 

・広小路パーキング所有者との信頼構築 

・駐車場利用者（月極）の理解と協力 

・隣接する畑の活用（果樹園や花壇） 

・ 

対 策 

進め方 

 

財 源 
・自主財源 

支援措置 
 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
 

目 標 
着手済み 

着手（短期・中期・長期）・未定 
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事業名 Soft-2 広小路イベント等企画実施プロジェクト 

実施主体 

広小路会議 

教会 

子ども館 

種 別 ハード・ソフト 

目 的 
広小路界隈の活性化を図るため、広小路会議・教会・子ども館・商店街などが一体

となった様々なイベントを展開する。 

主対象 

・飯山市民、地域の子ども達 

 実施場所 

広小路広場 

飯山復活教会 

子ども館 

事業内容 

【広小路事業】 

○広小路会議の自主イベントの企画実施 

 ・酒蔵開放 

 ・ライトアップ、オープンカフェ 

【教会事業】 

○ミサ、結婚式（通常活動） 

○誓いの結婚式、記念写真、インバウンド向け礼拝 

○各種体験型講座 

○日曜学校、読み聞かせ、花壇づくり等（子ども館との連携） 

【子ども館との連携事業】 

○日曜学校、読み聞かせ、花壇づくり等（子ども館との連携） 

○ハロウィンイベント 

課 題 

・事業内容により実施主体の明確化（責任者） 

 

 

対 策 

進め方 

 

財 源 
・自主財源 

支援措置 
 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
 

目 標 
着手済み 

着手（短期・中期・長期）・未定 
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事業名 Soft-3 商店街空き店舗活用プロジェクト 

実施主体 
商店街 

飯山商工会議所 
種 別 ハード・ソフト 

目 的 
広小路界隈の活性化を図るため、新たな事業者の誘致や創業者の支援を行い、商店

街の空き店舗の解消を図る。 

主対象 
・新規事業希望者（創業者） 

 実施場所 
広小路界隈の 

空き店舗 

事業内容 

【商店街】 

○空き店舗情報の収集及び調整 

○シェアショップ事業等の取り組み 

【商工会議所事業】 

○創業者支援事業（経営計画支援） 

 

 

課 題 

○行政との連携による支援体制の構築 

○移築再生土蔵の活用 

 

対 策 

進め方 

 

財 源 
・空き店舗活用事業補助金等 

支援措置 
 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
 

目 標 
着手済み 

着手（短期・中期・長期）・未定 
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事業名 Soft-4 子ども館と広小路の連携プロジェクト 

実施主体 
広小路会議 

教会            子ども館  
種 別 ハード・ソフト 

目 的 
新しく設置される子ども館利用者が広小路広場や教会も活用でき、広小路が子ども

（子育て世代）の拠点になるように広小路会議や教会との連携を図る。 

主対象 
・子ども館の利用者（子どもとその親） 

 実施場所 
広小路広場 

教会 

事業内容 

○広小路会議、教会関係者、子ども館関係者との交流・連携 

○広小路広場や教会の具体的活用方法の検討 

○子どもの安全を確保するためのルールづくり 

 

 

課 題 

 

対 策 

進め方 

 

財 源 
・自主財源 

支援措置 
 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
 

目 標 
着手済み 

着手（短期・中期・長期）・未定 
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事業名 Soft-5 広小路・人形館・飯山城址回遊プロジェクト 

実施主体 

飯山市商工観光課 

高橋まゆみ人形館 

広小路会議  

種 別 ハード・ソフト 

目 的 
広小路界隈の資源の名前付け及び広小路の各種事業と併せ、広小路・人形館・飯山

城址等に訪れる観光客や来街者の回遊を高める。 

主対象 

・飯山市民 

・飯山に来て頂きたい観光客層や来街者 実施場所 

広小路界隈 

高橋まゆみ人形館 

飯山城址公園 

事業内容 

○広場・教会・小路・その他資源の名称を記載したパンフレット作成 

（又は既存パンフレットの更新） 

○周辺資源と広小路を巡るツアーイベントの企画 

・商店街との連携｜利き酒、グルメ、スイーツ等 

○小路や資源を案内する表示板・デザインポイントの整備（ハード事業） 

 

課 題 

・広場や小路の名称の地元周知 

 

対 策 

進め方 

 

財 源 
・自主財源 

支援措置 
 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
 

目 標 
着手済み 

着手（短期・中期・長期）・未定 
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事業名 Soft-6 広小路情報発信プロジェクト 

実施主体 広小路会議   種 別 ハード・ソフト 

目 的 
広小路の良さ、歴史、各種取り組みを広小路会議（関係者）自ら情報発信を行い、

飯山市内外に知ってもらい訪れてもらう。 

主対象 
・飯山に来て頂きたい観光客層や来街者 

・飯山市民 実施場所 
広小路界隈 

事業内容 

○広小路のロゴ・シンボルマークの制作、パンフレットの制作 

○ホームページの制作、SNSを活用した情報発信 

○地域の歴史や伝統を伝えるビデオ制作（YouTube）、冊子（フリーペーパー）の

制作 

 

 

課 題 

 

 

対 策 

進め方 

 

財 源 
・補助金等活用 

支援措置 
・元気づくり支援金等 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
 

目 標 
着手済み 

着手（短期・中期・長期）・未定 
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事業名 Soft-7 広小路会議の体制づくりプロジェクト 

実施主体 広小路会議   種 別 ハード・ソフト 

目 的 
広小路会議で掲げた各プロジェクトをより具体的に推進するため、将来にわたり継

続し、社会的な信頼や経営的な安定が図れる体制を構築する。 

主対象 
・広小路会議メンバー 

・商店会 実施場所 
広小路界隈 

事業内容 

○広小路会議を継続できる新たな体制づくりの検討 

○各プロジェクトの役割分担（担当） 

○教会や子ども館の活動を支えるサポーターづくり 

 

 

課 題 

・広小路会議の法人化検討（まちづくり会社、NPO等） 

 

対 策 

進め方 

 

財 源 
 

支援措置 
 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
 

目 標 
着手済み 

着手（短期・中期・長期）・未定 
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事業名 Hard-1 教会通り・天使の小路整備プロジェクト 

実施主体 
飯山市 まちづくり課 

広小路会議   
種 別 ハード・ソフト 

目 的 
広小路界隈の回遊、子ども館や小学校への通う子ども達の安全を確保するために教

会通りや天使の小路の整備を推進する。 

主対象 
・子ども館や小学校へ通う子ども達 

・飯山市民、観光客や来街者 実施場所 
市道 1-373線 

事業内容 

○教会前の市道 1-373線の拡幅整備を行う（基本計画は別紙） 

○市みち通りから教会へ通り抜ける小路を新たに整備する（基本計画は別紙） 

 

課 題 

・実現に向けた地域の合意形成の場としての広小路会議 

 

対 策 

進め方 

 

財 源 
 

支援措置 
 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
 

目 標 
着手済み 

着手（短期・中期・長期）・未定 
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事業名 Hard-2 移築再生土蔵の活用プロジェクト 

実施主体 
飯山市 まちづくり課 

広小路会議   
種 別 ハード・ソフト 

目 的 
教会通りの拡幅整備で補償対象となる土蔵を広小路プロジェクトの一つとして移

築再生して活用を図る。 

主対象 
・飯山市民、観光客や来街者 

・子ども館や小学校へ通う子ども達とその親子 実施場所 
土蔵（東氏所有） 

事業内容 

○補償対象となる土蔵を移築再生する。（基本計画は別紙） 

 

 

課 題 

・移築再生するための事業手法 

・移築再生した土蔵の活用方法とその主体 

 

対 策 

進め方 

 

財 源 
 

支援措置 
 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
 

目 標 
着手済み 

着手（短期・中期・長期）・未定 
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事業名 Hard-3 広小路と一体的活用を考えた 
子ども館の建設プロジェクト 

実施主体 飯山市 子ども育成課 種 別 ハード・ソフト 

目 的 
教会通り北側に新設される子ども館は、広小路（広場・教会）と一体的に活用でき

るように計画（設計）する。 

主対象 
・子ども館に通う子ども達 

実施場所 
子ども館 

事業内容 

○広小路と一体化を図る提案（広小路ワークショップの意見まとめ） 

・子ども館の玄関を南側に設置 

・西側におちょぼ稲荷に通じる小路の設置 

・植栽帯設置（教会と一体的な花壇づくり） 

・広小路のコンセプトに合う外観デザイン（教会との調和） 

・その他 

 

課 題 

・事業主体は飯山市子ども育成課のため、今後は「Soft-4 子ども館と広小路の連

携プロジェクト」を通した連携が必要 

 

対 策 

進め方 

 

財 源 
 

支援措置 
 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
 

目 標 
着手済み 

着手（短期・中期・長期）・未定 
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事業名 Hard-４ 広小路の街並み誘導プロジェクト 

実施主体 
広小路会議   

商店街 
種 別 ハード・ソフト 

目 的 
広小路のコンセプトと各プロジェクトとともに、広小路周辺の街並み景観の誘導を

図る。 

主対象 
・広小路広場周りの沿道建物 

・市みち通り、仲町通りの沿道建物 実施場所 
広小路 

事業内容 

○広小路広場周りの沿道建物のついての景観ガイドラインの検討 

○広小路広場周りの沿道建物について景観協定の締結 

○補助金を活用した沿道建物の景観整備 

○建物周りや空き地等を使った緑化及び花壇づくり 

 

 

 

課 題 

・街並み誘導を図るべき内容（将来イメージやルール等）の検討 

対 策 

進め方 

 

財 源 
 

支援措置 
 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
 

目 標 
着手済み 

着手（短期・中期・長期）・未定 
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（
３
）
広
小
路
整
備
構
想
図
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（
４
）
教
会
通
り
の
整
備
計
画
（
案
）

 

                                 

教
会
通
り
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方

 

「
歴

史
資

源
を

活
か

し
子

ど
も

の
安

全
を

優
先

し
た

道
路

（
歩

行
者

優
先

道
路

）」
 

�
 
学
校
や
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
拡
幅
を
行
う
。

 
�

 
復
活
教
会
や
城
址
公
園
の
歴
史
的
資
源
を
活
か
す
よ
う
に
道
路
の
意
匠
や
機
能
を
考
え
る
。

 
�

 
歩
行
者
が
安
心
安
全
に
歩
け
る
道
路
構
成
と
す
る
。

 
�

 
自
動
車
の
通
過
速
度
と
通
過
交
通
を
抑
制
す
る
た
め
の
規
制
や
機
能
を
施
す
。

 
・

 速
度
を
抑
制
す
る
た
め
の
舗
装
や
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
、
狭
さ
く
等
の
導
入

 
・

 歩
行
者
が
優
先
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る
舗
装

 
�

 
冬
季
の
除
雪
や
凍
結
に
よ
る
破
損
、
経
年
変
化
し
て
も
見
苦
し
く
な
ら
な
い
舗
装
と
す
る
。

 

平
面
図

 
Ｓ
＝

1/400 

教
会
通
り
の
整
備
方
針

 
�

 
現
状
で
約
４
ｍ
の
幅
員
に
対
し
て
約
６
ｍ
に
拡
幅
整
備
を
行
う
。

 
�

 
車
道
と
歩
道
の
分
離
を
し
な
い
歩
車
共
存
道
路
と
す
る
。（
路
面
は
基
本
的
に
フ
ラ
ッ
ト
）

 
※

 歩
車
共
存
道
路
と
は
、
歩
行
者
や
自
転
車
通
行
や
沿
道
居
住
者
の
生
活
行
動
を
お
び
や
か
さ
な

い
範
囲
で
自
動
車
の
通
行
を
認
め
る
道
路

 
�

 
舗
装
は
歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
景
観
に
配
慮
し
た
高
質
な
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。
た
だ
し
除
雪
や
凍
結

に
よ
る
破
損
等
を
考
慮
す
る
。（
例
：
半
た
わ
み
性
疑
似
天
然
石
舗
装
等
）

 
�

 
交
差
点
及
び
そ
の
中
間
点
に
車
速
を
抑
制
す
る
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
を
設
け
る
。

 

舗
装
イ
メ
ー
ジ

 
舗
装
パ
タ
ー
ン
２

 

整
備
に
あ
た
っ
て
の
課
題

 
�

 拡
幅
整
備
に
伴
う
敷
地
確
保
に
お
け
る
沿
道
地
権
者
の
協
力

 
�

 雨
水
や
融
雪
排
水
の
た
め
の
道
路
側
溝
（
水
路
）
の
断
面
構
成
と
経
路
検
討

 
�

 景
観
に
配
慮
し
た
舗
装
材
料
の
検
討
（

CORQ
は
除
雪
や
凍
結
に
不
向
き
な

た
め
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
検
討
）

 
�

 電
柱
や
街
路
灯
の
位
置
、
電
線
地
中
化
の
検
討
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（５）天使の小路の整備計画（案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天使の小路整備の基本的な考え方 

「天使（子ども）が喜ぶ小路づくり」 

� 市みち通りから復活教会へ抜ける小路を地権者の協力による設置を図る。 
� 復活教会や城址公園の歴史的資源を活かすように道路の意匠を考える。 
� 冬季の除雪や凍結による破損、経年変化しても見苦しくならない舗装とする。 

教会通りの整備方針 
� 幅員 1.2ｍ～1.5ｍの小路を整備する。 
� 舗装は歴史ロマンを感じる景観に配慮した高質なデザインとする。ただし除雪や凍結
による破損等を考慮する。（例：寄付を募りながら CORQを年月を掛けて敷いていく） 

平面図 Ｓ＝1/400 

舗装イメージ 
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（６）移築土蔵の整備計画（案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土蔵整備の基本的な考え方 

「コミュニティスペースとしての活用」 

� 教会通り整備に伴い移転補償となる土蔵を広小路プロジェクトとして活用する。 
� 土蔵はオープンキッチンやトイレを備え、公民館的利用も含めたコミュニティスペー
スとして活用を想定する。 

土蔵の整備方針 
� 土蔵は現状の位置を基本として 90°回転させた配置する。 
� 土蔵の歴史的価値を保全するために壁屋根等の補修をし、使いやすいように窓や入口
を設置する。 

� 室内にはオープンキッチン、トイレ・洗面所、冷暖房等の設備を設置する。 

平面イメージ図 Ｓ＝1/100 
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天使の小路イメージ 
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モザイク画イメージ 
画 田窪恭治（風景美術家） 
提案 広小路広場の入口舗装面に 

モザイク画を設置 
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資料編 

（１）平成 28年度のいいやま広小路会議 

第２２回 平成 28年 8月 23日（水）  
� 広小路基本計画づくりのフリーディスカッション 
� 広小路再生イベントについて 

第２３回 平成 28年９月 27日（火）  
� 広小路界隈の将来構想を考えるキーワード 
� 広小路再生イベントについて 

第２４回 平成 28年 10月 25日（火） （調整会議） 
     [調整会議] 

� 広小路基本計画の取り組み 
[広小路会議] 
� 広小路再生イベントについて 

第２５回 平成 28年 11月 14日（水）  
     [広小路ワークショップ１] 

� 広小路再生イベントの良かったことは？ 
� 広小路を良くするために必要な取り組み（アイディア）は？ 

第２６回 平成 28年 12月 14日（水）  
     [広小路ワークショップ２] 
     テーマ別グループディスカッション 

Ａ 広小路（広場）としての使い方・必要な取り組み 
Ｂ 小路の名称とハナのつくり方 
Ｃ 教会の活用 
Ｄ 子供の拠点づくり 

第２７回 平成 29年 1月 16日（月）  
     [広小路ワークショップ３] 

� 広小路基本計画を考える 
� 計画体系、構想図、小路や資源の名称確認 

第２８回 平成 29年 2月 13日（月）  
� 広小路基本計画の確認 
� 計画体系、プロジェクトリスト、教会通り・天使の小路等整備計画の確認 

第２9回 平成 29年３月 15日（水）  
� 広小路基本計画の最終確認と今後の展開 
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（２）いいやま広小路会議の参加構成 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（仮称）広小路基本計画（案）
に係る調整会議

（組織ではなく「場」として市が設置）

○基本計画（素案）を作成

○基本計画のデザインアドバイザー

田窪恭治

基本計画の作成に
係る相関図

広小路会議
（代表：田中隆太）

関係区の区長
（田町・福寿町・肴町）

エリア内の地主・住民

関係商店街組合

教会関係者

学識経験者

商工会議所

市役所ほか

㈲松林都市建築計画
（基本計画策定業務受託業者）

基本計画

素案提出

意見

利害関係者
の範囲

いいやま広小路会議 事務局（飯山市役所 商工観光課・まちづくり課）
電話 0269-62-3111
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参考：概算事業費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◯教会通り 事業費算出条件 舗装対象面積 820 ㎡

・薄層カラー舗装部 295 ㎡

・半たわみ性（自然石）舗装部 525 ㎡

側溝 270 m

消雪パイプ 145 m

施設名 工種 数量 単位 単価 金額（円） 備考

既存車道 舗装等取り壊し 820 ㎡ 2,200 1,804,000

車道 路盤工事 820 7,000 5,740,000

舗装１ 舗装工事（アスファルト） 295 ㎡ 1,600 472,000

薄層カラー舗装 295 ㎡ 5,800 1,711,000

舗装2 舗装工事（半たわみ性舗装） 525 ㎡ 7,000 3,675,000

排水用側溝 L型側溝　集水桝＠30M 270 ｍ 12,000 3,240,000

消雪パイプ 既存パイプ撤去費 145 ｍ 19,000 2,755,000

新規パイプ設置費 145 ｍ 27,000 3,915,000

調整 88,000

直接工事費 小計 23,400,000

間接工事費 共通仮設費等 30 ％ 7,020,000

事業費合計 30,420,000

◯天使の小路 事業費算出条件 舗装対象面積（W=1.2m） 86 ㎡

縁石長さ（ボーダーなし） 144 m

施設名 工種 数量 単位 単価 金額（円） 備考

歩道舗装 コンクリート舗装 86 ㎡ 4,000 344,000

縁石工事 144 ｍ 11,000 1,584,000

調整 72,000

直接工事費 小計 2,000,000

間接工事費 共通仮設費等 30 ％ 600,000

事業費合計 2,600,000

◯土蔵曳家改修 事業費算出条件 建築面積 42 ㎡

構造・階 木造2階 ※１階として算出

施設名 工種 数量 単位 単価 金額（円） 備考

曳家工事 回転移動 42 ㎡ 55,000 2,310,000

基礎工事 42 ㎡ 40,000 1,680,000

外壁補修 土壁塗り 164 ㎡ 8,000 1,312,000

屋根葺替え 金属屋根 61 ㎡ 6,500 396,500

内装工事 店舗（内装・什器・設備） 42 ㎡ 200,000 8,400,000

調整 901,500

直接工事費 小計 15,000,000

間接工事費 共通仮設費等 30 ％ 4,500,000

事業費合計 19,500,000


